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問題１：解答および解説 

原因流れ図：解答 
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問題１：解答および解説 

原因流れ図：解説（１／４） 

 以下が原因流れ図の作成プロセスです。 

第1ステップ⇒仕様から原因と結果の洗い出しを行います。 

 原因 

 ①収縮時血圧が140mmHG以上 

 ②収縮時血圧が140mmHG以上かつ拡張時血圧が90mmHG以上 

    ③拡張時血圧が90mmHG以上 

 結果 

 ①高血圧症と診断される（有効結果） 

 ②高血圧症と診断されない（無効結果） 

 

第2ステップ⇒『同値図』を作成します。 

 第1ステップで洗い出した原因は、いずれも血圧の測定結果である
ので、名称を『血圧測定結果』とした同値図を作成します。 
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問題１：解答および解説 

原因流れ図：解説（２／４） 
 

第3ステップ⇒原因が、どの『同値図』に含まれるかを決めます。 

 原因： 『①』 ・『②』 ・『③』には、血圧の測定結果という共通点があ
ります。 

 原因『 ②』は、集合論を基に考察した場合、原因『 ①』と『 ③』の共
通集合です。 

 従って、原因： 『①』 ・『②』 ・『③』は、すべて同値図：『血圧測定結
果』に含まれます。 

 第1ステップから第3ステップより、1ページの同値図が作成されます。 
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問題１：解答および解説 

原因流れ図：解説（３／４） 
第4ステップ⇒原因同士のつながり・原因と結果のつながりを

洗い出し、その結果を基に、『同値図』と『結果』の位置を決め、
流れ線を引きます。 

 

 同値図は、『血圧測定結果』のみなので、これを左に配置します。 

 

 原因が真の場合、高血圧症と診断されるので、『血圧測定結果』の
右に有効結果『高血圧症と診断される』を配置します。 

 

 無効結果『高血圧症と診断されない』は、同値図の下側に配置しま
す。 

 

 『収縮時血圧が140mmHG以上』の場合、高血圧症と診断されるの
で、原因『



問題１：解答および解説 

原因流れ図：解説（４／４） 

 
 『収縮時血圧が140mmHG以上』であり、なおかつ『拡張時血圧が

90mmHG以上』の場合、高血圧症と診断されるので、原因『収縮時
血圧が140mmHG以上かつ拡張時血圧が90mmHG以上』と有効結

果『高血圧症と診断される』との間に流れ線bを引きます。 

 

 『拡張時血圧が90mmHG以上』場合、高血圧症と診断されるので、
原因『拡張時血圧が90mmHG以上』と有効結果『高血圧症と診断さ

れる』との間に流れ線cを引きます。 

 

 集合論を基に考察すると、同値図『血圧測定結果』の補集合は、無
効結果『高血圧症と診断されない』の原因となります。そこで、同値
図『血圧測定結果』の補集合と無効結果『高血圧症と診断されな

い』との間に流れ線dを引きます。 
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問題１：解答および解説 

デシジョンテーブル（解答および解説） 

 デシジョンテーブルは、原因流れ図の流れ線をたどりながらテスト

ケースを洗い出し、作成します。 

原因流れ図に対応したデシジョンテーブルを示します。 
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問題２：解答および解説 

原因流れ図：解答 
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問題２：解答および解説 

原因流れ図：解説（１／６） 

 以下が原因流れ図の作成プロセスです。 

第1ステップ⇒仕様から原因と結果の洗い出しを行います。 

原因 

 ①1回の買い物の合計金額(税抜)が2,000円以上 

 ②ポイントカードを持参している 

 ③現金で支払う 

 

 

 

結果 

 ①100円当たり、1ポイント付与される（有効結果） 

 ②ポイントは付与されない（無効結果） 
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問題２：解答および解説 

原因流れ図：解説（２／６） 

第2ステップ⇒『同値図』を作成します。 
 スーパーマーケットでの支払い場面を考えます。 

 ポイントが付与される場合、 

 場面１：顧客がレジでポイントカードを渡す 

 場面２：合計金額確定 

 場面３：現金で支払い 

 場面４：合計金額(税抜)が2,000以上の場合、100円あたり1ポイント
付与 

という4場面から成り立ちます。 

 

 場面２は、前ページ（8ページ）の原因に関連したものではないので、
同値図を作成する必要はありません。 

 場面１・場面３・場面４は、同時には行われません。また、共通点も
ありません。よって、同値図を分ける必要があります。 

 以上より、同値図として 『ポイントカードの有無』 ， 『支払方法』 ， 
『買い物金額合計』 の3個を作成します。 
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問題２：解答および解説 

原因流れ図：解説（３／６） 
第3ステップ⇒原因が、どの『同値図』に含まれるかを決めます。 

原因『ポイントカードを持っている』は、同値図『ポイントカードの
有無』と関連付けられると仕様より読み取れます。よって、この
同値図は、原因『ポイントカードを持っている』を含みます。 

 

原因『買い物金額合計が2,000円（税抜）以上』は、同値図『買い

物金額合計』と関連付けられると仕様より読み取れます。よって、
この同値図は、原因『買い物金額合計が2,000円（税抜）以上』
を含みます。 

 

原因『現金で支払い』は、同値図『支払方法』と関連付けられる
と仕様より読み取れます。よって、この同値図は、原因『現金で
支払い』を含みます。 

 

第1ステップから第3ステップより、7ページの同値図が作成され
ます。 
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問題２：解答および解説 

原因流れ図：解説（４／６） 
第4ステップ⇒原因同士のつながり・原因と結果のつながりを

洗い出し、その結果を基に、『同値図』と『結果』の位置を決め、
流れ線を引きます。 

 

 解説（２／６）での「スーパーマーケットの支払い場面」の順番を基
に同値図の位置を決めます。同値図は、左から『ポイントカードの
有無』、『買い物金額合計』、『支払方法』の順に配置します。 

 

 「現金で支払う」場合にポイントが付与されるので、有効結果『100
円当たり、1ポイントが付与される』を同値図『支払方法』の右に配
置します。 

 

 無効結果『ポイントは付与されない』は、同値図（3個）の下側に配
置します。 
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問題２：解答および解説 

原因流れ図：解説（５／６） 
 

 ポイントカードを持っている場合に、ポイント付与が可能になるので、
原因『ポイントカードを持っている』から同値図『買い物金額合計』に

流れ線aを引きます。 

 

 買い物金額合計が2,000以上の場合に、ポイント付与が可能になる
ので、原因『買い物金額合計が2,000円（税抜）以上』から同値図

『支払方法』に流れ線bを引きます。 

 

 現金で支払う場合に、ポイント付与が可能になるので、原因『現金
で支払い』から有効結果『100円当たり、1ポイント付与される』に流

れ線cを引きます。 

 

12 



問題２：解答および解説 

原因流れ図：解説（６／６） 
 

 集合論を基に考察すると、同値図『ポイントカードの有無』の補集合
は、無効結果『ポイントは付与されない』の原因となります。そこで、
同値図『ポイントカードの有無』の補集合と無効結果『ポイントは付

与されない』との間に流れ線dを引きます。 

 

 集合論を基に考察すると、同値図『買い物金額合計』の補集合は、
無効結果『ポイントは付与されない』の原因となります。そこで、同
値図『買い物金額合計』の補集合と無効結果『ポイントは付与され

ない』との間に流れ線eを引きます。 

 

 集合論を基に考察すると、同値図『支払方法』の補集合は、無効結
果『ポイントは付与されない』の原因となります。そこで、同値図『支
払方法』の補集合と無効結果『ポイントは付与されない』との間に

流れ線fを引きます。 
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問題２：解答および解説 
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デシジョンテーブル（解答および解説） 

 デシジョンテーブルは、原因流れ図の流れ線をたどりながらテスト

ケースを洗い出し、作成します。 

原因流れ図に対応したデシジョンテーブルを示します。 

 



ありがとうございました。 

 

 


